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1 31（水） 12：50開場
14：50終演予定2024. 13：30開演 全席指定 ￥5,800

［お申込み］ジャパン･アーツぴあ 0570-00-1212 www.japanarts.co.jp
◎東京オペラシティチケットセンター 03-5353-9999　◎チケットぴあ t.pia.jp［Ｐコード：251-149］　
◎イープラス eplus.jp　◎ローソンチケット l-tike.com ［Lコード：33572］
主催：ジャパン・アーツ

9／30（土）10：00～発売
ジャパン・アーツぴあ
オンラインチケット

9／28（木）
10：00～

※料金には消費税が含まれています。
※シニア料金等、特別割引につきましては裏面をご覧ください。
※先行販売等で満席になった際は
　以降販売されない場合がございます。

1:30p.m., Wednesday, January 31, 2024 at Tokyo Opera City Concert Hall

©Hiro Ferrari

東京オペラシティ コンサートホール
京王新線［初台駅・東口］に直結

※途中休憩なし

Program
マズルカ 第13番 イ短調 op.17-4
ワルツ 第14番 ホ短調 遺作

ノクターン 第20番 嬰ハ短調 遺作
「革命のエチュード」 ハ短調 op.10-12

ワルツ 第1番 変ホ長調「華麗なる大円舞曲」 op.18
幻想即興曲 嬰ハ短調 op.66 遺作

「別れのワルツ」変イ長調 op.69-1 遺作
バラード 第4番 ヘ短調 op.52

「英雄ポロネーズ」 変イ長調 op.53
舟歌 嬰ヘ長調 op.60

ほか



Chopin’s Story

〈次のことあらかじめご承知の上、チケットをお求めくださいませ〉①やむを得ない事情により、曲順・曲
目等が変更になる場合がございます。②公演中止の場合を除き、お買い求めいただきましたチケットの
キャンセル・変更等はできません。③いかなる場合もチケットの再発行はできません。紛失等には十分ご
注意下さい。④演奏中は入場できません。開演時間に遅れますと、長時間ご入場をお待ちいただくことに
なります。時間には余裕をもってお越しください。⑤未就学児の同伴はご遠慮ください。なお、就学児以
上の方もご入場には一人１枚チケットが必要です。⑥全席指定です。券面に記載された指定のお座席
にてご鑑賞下さい。⑦場内での写真撮影・録音・録画・携帯電話等の使用は、固くお断りいたします。 
⑧ネットオークションなどによるチケットの転売は、トラブルの原因になりますのでお断りいたします。⑨他
のお客様のご迷惑となる場合、主催者の判断でご退場いただく場合がございます。

◎シニア割引＝65歳以上の方は￥5,200でお求めいただけます。
◎車椅子の方は、本人と付き添いの方1名までが割引になります。
　（ジャパン・アーツぴあコールセンターのみで受付）

〈特別割引チケットのお知らせ〉
（ジャパン・アーツぴあコールセンター及びジャパン・アーツぴあオンラインチケットで受付）

横山幸雄（ピアノ） Yukio Yokoyama, Piano

ショパン国際ピアノコンクールにおいて歴代の日本人として最年少入賞を果たし、本格
的な演奏活動を開始。クラシック界のトップアーティストとして常に注目を集めている。
2010年ショパン生誕200年を記念して行われた14時間に及ぶ演奏会「入魂のショパ
ン」はギネス世界記録に認定され、翌年には自らのギネス記録を更新。さらに、ショパン 
が生涯で作曲した240曲の全ての作品を3日間で演奏するという前人未踏のプロジェ
クトを大成功させDVDとしてリリース。また、ベートーヴェン生誕250周年にあたる2020
年には、2日間でソナタ全曲を演奏する偉業を成し遂げ、全編収録DVDを発表。最新
CDはデビュー30周年記念公演のライヴ録音「横山幸雄 ショパンピアノ協奏曲第1番
＆第2番他」（Sony Music）。
教育者、音楽プロデューサーとしても活躍。数々の音楽大学で客員教授として教鞭を
取り、故中村紘子女史の遺志を引き継ぎ日本パデレフスキ協会会長を務めている。
オフィシャルウェブサイト  http://yokoyamayukio.net/

　ショパンが好きという方はたくさんいらっしゃると思いますし、
その生涯について知識がある人も少なくないでしょう。
　そうであったとしても、演奏と同時にその作品が作られた背
景をも言葉で直接聞くと、普段の演奏会とはまた違った感情
が湧いてくると思うのです。感情移入というのでしょうか、それ
はその言葉を喋る当の本人である僕自身でさえ演奏している
時の感覚がまるで変わる、という経験をしているからです。
　偉大な作曲家が生み出した素晴らしい作品を独立した芸
術として捉えるなら、本来は言葉なんて必要ないかもしれませ
ん。音楽のみにじっと耳を傾けることによって自由な想像の世
界へと翔くには、毎年５月にお贈りしている「入魂のショパン」
で、たっぷりとショパンの音楽そのものに浸っていただければ
と思います。
　「ショパン物語」は演奏の合間にトークがあるコンサートと
もまた少し違い、ショパンの人生をひとつの物語としてまとめる
ために僕が書き下ろした台本を曲間に朗読させていただきな
がら進めていく演奏会です。物語自体が曲の導入になるであ
ろうと同時に、朗読から思い浮かべていただけるはずのショ
パンの人生の背景に一体感をもってその音楽が流れている
ような感じ…、とも捉えていただけるのではと思います。
　初めてショパンを聴くという方やショパンやピアノの魅力にま
だあまり触れたことがない方にとってもわかりやすいものである
と同時に、すでに十分にマニアの域に達していらっしゃる方々
にもまた新たな世界を感じていただきたいと期待しています。

Twitterでフォローする  @japan_arts
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